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   阪神高速道路大和川線開削トンネルの構造目地における温度伸縮挙動の測定 
 

阪神高速道路株式会社建設事業本部堺建設部 正会員 ○高田佳彦 谷口 祥基 
 
 

1．はじめに 
 阪神高速道路大和川線は，4号湾岸線と14号松原

線を東西に結ぶ大阪都市再生環状道路の一部である．

その内，南海高野線交差部の西側約4.4Kｍの区間は，

開削トンネルもしくは掘割構造で構成されている．   
道路の開削トンネルでは，地震時のトンネル軸方

向の断面力を考慮して縦断方向地震応答解析結果に

基づき，一定間隔に構造目地を設け，軸方向に変位

できる構造となっており，函体外側の防水工はその

変位に追随できる仕様を採用している． 
 大和川線の開削トンネルは比較的土被りが小さく，

さらに高規格堤防との一体整備区間においては，函

体完成後，土被りに該当する堤防盛土が当面行われ

ず頂版が露出した状態の個所もある．気温の変動や

日射の影響を受けやすくトンネル軸方向の温度伸縮

が発生すると考えられる．構造目地部を点検すると，

一部箇所で目地材などの剥離が発見され，その要因

として函体温度伸縮に起因する目地部の変位による

ものと推察された．この変位は，目地部の漏水の原

因となり，構造物の耐久性や走行性に影響を及ぼす

ため，変位の定量的な把握が不可欠である． 
一方，開削トンネルは土被りが相当量あるのが一

般的で，日射による温度変化が函体へ伝達されにく

いとされ，トンネルの設計基準例えば，1)では函体の温度

変化は特別に考慮されておらず，構造目地もその伸

縮を考慮していない．また，温度変化に着目した目

地計測はこれまで実施されていないと考えられる．． 
本文では，大和川西側の開削トンネル約4.4kmのほ

ぼすべての構造目地63箇所において，伸縮量や温度

などの計測を行い，土被り量やトンネル内の温度環

境との関係を分析考察した． 
 
２．土被りの浅い開削トンネル内温度変化の測定 

 阪神高速道路淀川左岸線の開削トンネルにおいて，

トンネル内の温度環境が測定されている2)．トンネル

坑口およびトンネル延長約3.6knのほぼ中間点のトン

ネル内において，気温および函体のコンクリート面

を年間を通じて測定した結果を図-1に示す． 
同図(a)の坑口では，年間の温度差は，気温と函体

と大差はなく，約25℃である．日温度差では，最大

8℃程度，函体温度差で最大6℃程度である．測定箇

所の土被りは約2mと比較的浅い．同図(b）のトンネ

ル内部ではその差は小さいが，それでも年間の気温

差で15℃程度，日温度差で最大3℃程度，函体温度差

で最大2℃であり，坑口に比べて小さい． 
 

３．大和川線開削トンネルの目地計測 
(1)測定方法  
 大和川西側の開削トンネル約4.4kmの工事中の函体

を除く，函体を目地ほぼすべての構造目地63箇所に 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(a）トンネル坑口の気温および函体の温度変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(b）トンネル内部の気温および函体の日温度変化 

図-1 トンネル坑口およびトンネル内部の日温度変化 

 
おいて，伸縮量やトンネル内の温度を測定した．な

お，構造目地間隔（函体長）は，25m ~60mである．

図-2のように開削トンネル函体の上りおよび下り断

面の底盤から約1.2ｍの高さに標点を設置し，定期的

に実測している．本文は，平成26年夏季から冬季に

わたる約半年間測定した結果を取りまとめた． 
(2)測定結果 
 各構造目地の測点における伸縮量と温度差の計測

結果を図-3に示す．伸縮量は測定開始時をゼロとし，

目地が開く方向を＋としている．冬季に至ることで

トンネル函体が伸縮し目地伸縮量は最大10mm近くに

なっている．同図には，構造種別も併記している．

相対的に長い開削トンネルの中央付近は伸縮量が小

さい傾向も伺われ，坑口から入るにつれて大気温の

影響を受けにくいと考えられる．温度差は，坑口部

付近で最大で30℃であった． 
 気温と土被り厚との関係を図-4に示す．なお頂版

が露出した函体，U型擁壁，ストラッド区間および天

淀川左岸線開削トンネル坑口 

キーワード 開削トンネル，構造目地，温度伸縮，土被り厚
連絡先 〒590-0075 堺市南花田口町 2-3-20-5F 阪神高速道路株式会社建設事業本部堺建設部 TEL072-226-4802 
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